
令和3年9月3日
○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

保護者アンケート「学
校は地域やPTOと連携
して子供たちを育てて
いる」で「とてもそう思
う」「そう思う」が70%未
満。

保護者アンケート「学
校は子どもに学力をつ
けるための指導を工夫
している」で、「とてもそ
う思う」「そう思う」が
90%以上。

保護者アンケート「学
校は子どもに学力をつ
けるための指導を工夫
している」で、「とてもそ
う思う」「そう思う」が
80%以上。

保護者アンケート「学
校は子どもに学力をつ
けるための指導を工夫
している」で、「とてもそ
う思う」「そう思う」が
70%以上。

保護者アンケート「学
校は子どもに学力をつ
けるための指導を工夫
している」で、「とてもそ
う思う」「そう思う」が
70%未満。

保護者アンケート「学
校は地域やPTOと連携
して子供たちを育てて
いる」で「とてもそう思
う」「そう思う」が90%以
上。

保護者アンケート「学
校は地域やPTOと連携
して子供たちを育てて
いる」で「とてもそう思
う」「そう思う」が80%以
上。

児童アンケート「学習し
ている内容がわかる」
で「とてもそう思う」「そ
う思う」と肯定的な回答
の割合が90％以上。

児童アンケート「学習し
ている内容がわかる」
で「とてもそう思う」「そ
う思う」と肯定的な回答
の割合が80％以上。

児童アンケート「学習し
ている内容がわかる」
で「とてもそう思う」「そ
う思う」と肯定的な回答
の割合が60％以上。

児童アンケート「学習し
ている内容がわかる」
で「とてもそう思う」「そ
う思う」と肯定的な回答
の割合が60％未満。

児童アンケート「将来
の夢や目標をもってい
る」で「とてもあてはま
る」「あてはまる」と肯定
的な回答の割合が80%
以上。

児童アンケート「将来
の夢や目標をもってい
る」で「とてもあてはま
る」「あてはまる」と肯定
的な回答の割合が65%
以上。

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4
１：

Ｄ

プラン２からプラン６ま
でに関する児童・保護
者アンケートで肯定的
な回答の割合が60％
以上。

3

〇児童回答数845名
〇保護者回答数のべ694名

・今後も「おおたのものづくり」を活か
した生活科の授業を展開する。
・低学年は、人権教育資料をそのま
ま活用するよりも、具体的な事例に
落とし込んで指導していきたい。
・コロナウイルス感染症拡大防止の
観点から、外部講師をお呼びすること
ができなかったため、実施できなかっ
た。今後は、校内で、夏休み前に地
域のものづくり体験を行い、自由研究
等に生かす。理科「わたしたちの生活
と電気」の学習で、発展的な学習を行
い、ものづくりへの関心を高める。

Ａ 4

・ICT教育におけるコミュニケーションのとり方、教育、社会の
変化に対して、子供たちが柔軟に取り組み、関心を高めてい
ると思う。
・コロナ禍での教育活動、ありがとうございます。
・これまでの取組、振り返りがPDCAとなり、今後の改善策によ
り、つながることを期待しています。
・社会変化に対応した教育が必要だと思います。先生方は、ア
ンテナを高く立て、様々な視点で子供たちに接し、指導いただ
いていると思います。
・ものづくりへの教育はもちろんのこと、未知の事柄にせっきょ
k的にチャレンジできる姿勢を育んでほしいと思います。
・全体的に、コロナ感染時の教育者の苦労は並大抵ではない
と思います。御苦労様でした。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

Ｂ 5
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

3

〇保護者回答数のべ694名

・校内でも授業改善セミナーを行うな
ど、OJTを十分に生かした研修が実
施できた。

３：

２：

１：

児童アンケート「将来
の夢や目標をもってい
る」で「とてもあてはま
る」「あてはまる」と肯定
的な回答の割合が50%
以上。

児童アンケート「将来
の夢や目標をもってい
る」で「とてもあてはま
る」「あてはまる」と肯定
的な回答の割合が50%
未満。

児童アンケート「運動し
たり、体を動かすのが楽
しい」で、「とても楽しい」
「楽しい」と肯定的な回答
の割合が90％以上。

児童アンケート「運動し
たり、体を動かすのが楽
しい」で、「とても楽しい」
「楽しい」と肯定的な回答
の割合が80％以上。

4

4

4

〇児童回答数845名

・コロナウイルス感染症拡大防止の
観点から、外部講師をお呼びすること
ができなかったため、実施できなかっ
た。
・道徳教育推進教師によるOJTを行
う。
・外国語活動ではICTを積極的に活
用し児童の興味関心を喚起しなが
ら、学ぶ意欲を向上させた。

4

4

児童アンケート「運動し
たり、体を動かすのが楽
しい」で、「とても楽しい」
「楽しい」と肯定的な回答
の割合が60％以上。

児童アンケート「運動し
たり、体を動かすのが楽
しい」で、「とても楽しい」
「楽しい」と肯定的な回答
の割合が60％未満。

・１月19日に行われた「夢・未来プロジェクト」で、オリンピック
のメダリストに話を聞いた体験は、子供の心に大きな影響が
あったと感じました。このようなチャンスをたくさん作ってあげる
ことは、とても大事だと思います。
・外部講師をお呼びすることはできなかったけれど、学内での
授業改善やセミナー実施やOJTなどの研修実施が、児童の肯
定感につながり、評価４につながったと思います。
・ICTを活用し、オンラインでの外部講師活用もぜひ実施して、
コロナ禍でもできる工夫をして、多様な話を聞ける機会を設け
て、児童に将来に対する夢、目標をもたせてもらいたい。

・年々、体を動かすのが得意な子と、苦手な子の差が広がっ
ているように思います。休み時間や放課後の遊びの重要性
を、コロナ禍になり再認識させられました。
・児童数の割に校庭が狭いので、多摩川グランドを利用した活
動を考えるとよいと思います。
・コロナ禍であることや社会環境も変化し、外遊びや運動体験
が減ってきています。そのため日常動作などの未熟によるケ
ガ等の増加にもつながりますので、今後の改善策にもある遊
びや体育学習の充実を期待します。
・コロナ禍で「どう充実させるか」は難しい課題ですが、大いに
がんばってほしいと思います。
・コロナ禍の中、思いきり体を動かす機会を設けるのが難しく、
御苦労されていることと思います。

・毎日更新され続ける「嶺町日記」を見ても分かるように、学校
は日々様々な取り組みを改善しながら行っている様子が伝
わってきています。評価は３ではなく４でよいと思います。その
意味で「B」としました。
・校長先生はじめ校内での授業改善セミナーの実施やOJT研
修は、「豊かな心」の評価４に反映されています。教員方々の
努力の成果だと思います。
・OJTを生かした研修を進めることは、いいことだと思います。
ICTを活用した指導も積極的にお願いします。
・保護者として、教員がどんな工夫をしているのかがもっと可
視化されるとよいと思っています。
・先生方に研修等を受ける機会をできるだけ設けていただき、
指導力の向上・研鑽に努めていただければ幸いです。

4

4

4

3

4

・理解力に応じた対応が必要ですが、子供も多様性が進む中
で、一人一人が高い学力を身に付けるのは相当大変だと思い
ます。
・「低学年に学習カルテがないので、日々学習のつまずきに担
任が気付き指導する」とあります。これこそが個別の支援カル
テではないでしょうか。担任の先生は大変ですが、子供たちは
しっかりと見守られていると安心感を得られると思います。
・コロナ禍において、表情がマスクで読みとりにくい中、こまや
かな指導をしていると思います。
・成果指標に照合した結果が「３」というのは適切だと思いま
す。できれば、成果指標は「学習内容がわかる」ではなく、「学
習内容に興味をもてるか」などといった意欲に関するものとし、
教員による授業も意欲をもたせるための工夫を行っていけると
よいと感じます。
・個々の児童の理解度に応じたきめ細やかな指導を期待して
います。

〇児童回答数845名

・低学年に学習カルテがないため、
日々、学習のつまずきに担任が気付
き、指導していく。

7

2

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動
習慣の定着
による体力
の向上など、
生涯にわ
たって健康増
進を図る意
識の向上を
めざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

4

4

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

3

３：

２：

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

保護者アンケート「学
校は地域やPTOと連携
して子供たちを育てて
いる」で「とてもそう思
う」「そう思う」が70%以
上。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

〇保護者回答数694名

・各教科等の学習で、保護者の御協
力を仰ぎ、積極的に連携することが
できた。

・保護者の考えや人となりも多様化する中で、すべての保護
者に同じことをお願いすることのハードルの高さを感じていま
す。その中でも、PTO、地域と関わりをもち、コロナ禍でも積極
的に開かれた学校を目指している姿は素晴らしいと思いま
す。
・コロナ禍の中で地域行事が中止になり、果たす役割が発揮
できずに申し訳ない思いです。
・学校での学びの活用の場が、家庭や地域と考えます。これ
からも年末に実施されたスタンプラリーや商店街の放送シス
テムを活用し、児童の元気な姿の発表の場として、地域に声
をかけてください。
・学校生活におけるPTOとの連携と活用を、今後もお願いしま
す。
・PTOとして、子供たちの教育環境改善のために、できるだけ
の協力を今後も続けてまいりたいと思います。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

4

学校関係者記入欄
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大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有
用感などを高
めるととも
に、自他の生
命を尊重す
る心を育成
するなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

3

１：

目標に対する成果指標

２：

プラン２からプラン６ま
でに関する児童・保護
者アンケートで肯定的
な回答の割合が90％
以上。

プラン２からプラン６ま
でに関する児童・保護
者アンケートで肯定的
な回答の割合が75％
以上。

プラン２からプラン６ま
でに関する児童・保護
者アンケートで肯定的
な回答の割合が60％
未満。

４：

１：

４：

１：

5

4

3

6

6

Ｂ

３：

２：

４：

４：

３：

２：

１：

２：

Ａ

3

Ｃ

Ｄ

Ｄ

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：

Ｄ

３：

B
〇児童回答数845名

・児童の体の動きから経験不足を感
じる。遊びや体育の学習をさらに充実
させていきたい。

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。


